
大問一 

問一 Ａ 模様  Ｂ 重油  Ｃ 無敵 

問二  

傷や割れという常識ではよくないとされる物を、愛と工夫によって、 

別の新しい価値を見いだし、作り出すということ。(54 字) 

問三 すきま 

問四  

ゴミを四五種類に分けて捨てるという仕事は大変でつらい特別な仕事だったが、 

三ヶ月も過ぎると慣れて当たり前のこととして、自然に捉えている。(67 字) 

問五 

モノや人間の欠点とみなされる部分を、そのまま価値あるものとして捉える考え方は、 

良いもの悪い物、優れた人間劣った人間の区別を無くし、 

全ての人やモノに価値を与える大切な考え方であるということ。(94 字) 

問六 

「SDGs」という環境問題や差別問題を一気に解決しようという考え方は現実的ではなく、 

少しずつでもよくしていく可能性がある、人や物を捨てないで、 

愛と工夫で新しい価値を生み出すという目の前の地道な活動をしていくべきだということ。(112 字) 

 

大問二 

問一 Ａ 独特  Ｂ 刷（ら）  Ｃ 興奮 

問二 ２ 

問三 罪悪  

問四 

現実世界の記憶とひきかえに、思い通りにできる能力は、イトケをかばって無視され、 

つらい現実を生きる「私」にとって憧れで主人公に自分を重ねていたが、 

友達の輪に復帰し、それに執着するようになってからは、 

物語の中で孤立していく主人公と自分を結びつけたくなかったから。 

 

問五 

ひねくれた性格で周りから面倒がられ、孤立しがちな「私」が、 

普段イトケにいじめが集中する休み時間や放課後は姿を消し、 

クラスの最底辺の役割を押しつけているくせに、イトケのためではなく、 

いじめの雰囲気が嫌だからと気まぐれでかばうなど、 

どこまでも自分勝手な「私」はイトケから嫌われて当然だと受け止めている。(149 字) 

 

問六 

自分の都合でイトケを傷つけてしまった自分のことを振り返り、 

『はてしない物語』のバスチアン同様、自分が何をしたかったのか、何をするべきだったのか考えると同時に、 

現在の自分も当時のイトケと同じように都合良く他人を利用して傷つけていないか、時折反省し、これから自分

の本当にしたいこと、しなければならないことを考え続けているということ。(164 字) 


